
１　

教
育
委
員
の
活
動

　

８
月
26
・
27
日
、
学
校
訪
問
を
行
い
、
授

業
な
ど
の
教
育
活
動
の
参
観
を
通
し
て
指
導

助
言
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

８
月
27
日
に
開
催
し
た
第
９
回
教
育
委
員

会
に
お
い
て
は
「
①
平
成
28
年
度
か
ら
使
用

す
る
中
学
校
用
教
科
用
図
書
の
採
択
に
つ
い

て
」「
②
教
育
委
員
会
点
検
・
評
価
報
告
書

に
つ
い
て
」「
③
新
冠
町
い
じ
め
基
本
方
針

に
つ
い
て
」
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

２　

学
校
教
育
の
推
進

　

４
月
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
の
結
果
は
、
昨
年
度
と
比
較
し

ま
す
と
、
小
中
と
も
に
全
体
的
に
大
き
な
向

上
が
見
ら
れ
、
小
学
校
に
お
い
て
は
、
国
語

Ａ
・
Ｂ
と
理
科
に
つ
い
て
は
、
全
道
平
均
、

全
国
平
均
を
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
学
校
で
は
、
全
て
の
教
科
が
全
道
平
均

を
上
回
り
、
国
語
Ａ
・
Ｂ
、
数
学
Ｂ
、
理
科

は
、
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
お
り
ま
す
。

　

中
体
連
全
道
大
会
の
結
果
は
、
柔
道
、
剣

道
の
女
子
個
人
戦
に
各
１
名
出
場
し
、
柔
道

は
階
級
別
で
第
３
位
、
剣
道
は
ベ
ス
ト
８
と

健
闘
、
ま
た
、
新
冠
中
学
校
吹
奏
学
部
は
昨

年
に
続
き
、
２
年
連
続
北
海
道
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
に
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

９
月
８
日
に
は
新
冠
小
学
校
で
地
域
参
観

日
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
朝
日
小

学
校
で
は
、
９
月
16
日
、
創
立
１
０
０
周
年

を
記
念
し
た
１
０
０
キ
ロ
１
０
０
人
駅
伝
が

関
係
機
関
、
地
元
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

３　

新
冠
町
立
認
定
こ
ど
も
園
ド
・
レ
・
ミ

　
　

の
教
育
・
保
育

　

ド
・
レ
・
ミ
の
９
月
１
日
現
在
の
園
児
数

は
１
歳
児
に
つ
い
て
は
定
員
15
名
の
と
こ
ろ

18
名
、
０
歳
児
に
つ
い
て
も
現
在
８
名
と
、

０
か
ら
２
歳
児
が
増
加
傾
向
で
あ
り
、
教
室

や
担
当
保
育
教
諭
の
増
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

７
月
５
日
、
ド
・
レ
・
ミ
園
運
動
会
を
町

民
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
開
催
し
、
９
月
１
日

に
は
、
避
難
訓
練
の
一
環
と
し
て
「
北
海
道

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
」
に
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
９
月
９
日
に
は
、
静
内
警
察
署
、

新
冠
町
内
の
駐
在
所
の
協
力
を
い
た
だ
き

「
地
域
安
全
教
室
」
を
行
い
ま
し
た
。

４　

社
会
教
育
の
推
進
に
お
け
る
青
少
年
事
業

　

本
年
度
の
少
年
国
内
研
修
交
流
事
業
は
、

例
年
ど
お
り
研
修
先
を
沖
縄
県
と
し
、
新
た

に
交
流
先
で
あ
る
金
武
町
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
を
盛
り
込
ん
だ
内
容
で
研
修
準
備
を
進
め

て
お
り
ま
す
。
本
年
度
は
、
定
員
20
名
に
対

し
22
名
の
応
募
が
あ
り
、
選
考
委
員
の
協
議

の
結
果
、
全
員
を
参
加
さ
せ
る
こ
と
で
準
備

を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
文
化
の

秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
読
書
の
秋
の
到
来
で

あ
り
ま
す
。
予
定
し
て
い
る
一
つ
一
つ
の
事

業
に
つ
い
て
、
目
的
意
識
を
も
ち
、
特
徴
あ

る
事
業
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

存
じ
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
「
教
育
委
員
会
」

だ
よ
り
に
お
い
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。】

１　

新
冠
町
戦
没
者
慰
霊
祭
の
開
催

　

新
冠
町
戦
没
者
慰
霊
祭
に
つ
き
ま
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
新
冠
町
遺
族
会
の
主
催
の

も
と
で
執
り
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
新

冠
町
遺
族
会
の
会
員
の
高
齢
化
や
会
員
数

の
減
少
な
ど
に
よ
り
主
催
す
る
こ
と
が
困

難
と
な
っ
た
た
め
、
今
年
度
に
お
い
て
は
、

町
の
主
催
と
し
て
８
月
20
日
に
本
町
多
目

的
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て
、
ご
遺
族

や
来
賓
の
方
な
ど
41
名
が
参
列
し
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
戦
後
70
年
と
い
う
節
目
の
年
に

当
り
特
別
な
思
い
が
去
来
す
る
な
か
、
戦
没

者
の
ご
冥
福
を
祈
る
と
と
も
に
、
恒
久
平
和

へ
の
誓
い
の
も
と
歴
史
の
教
訓
を
深
く
胸

に
刻
む
こ
と
で
よ
り
良
い
未
来
を
築
く
と

い
う
決
意
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

２　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
「
え
ま
し
あ
」
の

　
　

事
業
開
始

　

昨
年
度
よ
り
、
社
会
福
祉
法
人
新
冠
ほ
く

と
園
が
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
入
居
す
る
障

害
者
の
日
常
生
活
支
援
や
就
労
支
援
、
ま

た
、
相
談
支
援
や
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

の
機
能
の
さ
ら
な
る
拡
充
と
、
新
た
に
障

害
者
と
子
ど
も
や
高
齢
者
と
の
交
流
活
動

と
食
堂
機
能
を
備
え
た
拠
点
施
設
と
し
て
、

か
ね
て
か
ら
本
町
の
チ
ビ
ッ
コ
広
場
跡
地

で
建
設
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
、
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
「
え
ま
し
あ
」
が
、
去
る
７
月
１

日
か
ら
事
業
開
始
を
し
ま
し
た
。

３　

新
冠
町
地
域
見
守
り
見
回
り
活
動
事

　
　

業
協
定
締
結

　

本
事
業
は
、
町
内
で
事
業
活
動
を
行
っ

て
い
る
事
業
者
の
方
が
、
移
動
中
や
配
達
、

検
針
作
業
な
ど
で
、
地
域
に
暮
ら
す
高
齢
者

の
方
に
異
変
を
発
見
し
た
時
に
、
徘
徊
な
ど

で
行
方
不
明
に
な
っ
た
方
の
情
報
を
電
子

メ
ー
ル
な
ど
で
共
有
し
、
見
か
け
た
際
に
町

や
警
察
、
消
防
と
い
っ
た
関
係
機
関
に
情
報

提
供
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

今
回
、業
務
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
の
は
、

郵
便
・
宅
配
事
業
者
４
社
、
電
気
・
ガ
ス
・

燃
料
の
供
給
や
水
道
検
針
事
業
者
が
12
社
、

食
品
宅
配
４
社
、
新
聞
販
売
２
社
の
計
22
社

の
町
内
外
の
事
業
者
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

４　

Ｊ
Ｒ
日
高
線
の
復
旧
に
向
け
た
取
組

　

６
月
９
日
に
管
内
７
町
長
及
び
管
内
選

出
の
道
議
会
議
員
な
ど
で
Ｊ
Ｒ
北
海
道
本

社
へ
赴
き
、
日
高
町
村
会
長
と
北
海
道
知
事

な
ど
の
４
者
連
名
に
よ
る
「
日
高
線
の
早
期

全
線
復
旧
を
求
め
る
緊
急
要
望
書
」
を
Ｊ
Ｒ

北
海
道
に
提
出
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
翌
10
日
に
は
、
道
内
選
出
の
国
会

議
員
と
国
土
交
通
大
臣
、
副
大
臣
、
政
務

官
を
は
じ
め
、
関
係
官
僚
に
対
し
ま
し
て
、

署
名
の
集
約
状
況
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
国

土
の
保
全
、
ひ
い
て
は
地
域
住
民
の
財
産
権

を
保
全
す
る
た
め
の
災
害
復
旧
事
業
に
よ

る
全
線
の
運
行
再
開
を
最
優
先
に
取
り
組

む
よ
う
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
対
す
る
国
の
強
力

な
指
導
と
支
援
に
つ
い
て
緊
急
要
望
書
を

提
出
の
う
え
要
請
し
ま
し
た
。

５　

高
規
格
幹
線
道
路 

日
高
自
動
車
道

　
　

「
厚
賀
静
内
道
路
」
に
つ
い
て

　

日
高
自
動
車
道
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
新

冠
地
区
に
お
い
て
本
格
的
に
工
事
が
行
わ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
静
内
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
（
仮
称
）
の
建
設
予
定
地
が
、
平

成
26
年
６
月
に
北
海
道
が
公
表
し
た
津
波

浸
水
予
測
図
で
浸
水
区
域
内
に
あ
り
、
大
津

波
発
生
時
に
は
通
行
不
能
や
幹
線
道
路
と

し
て
機
能
し
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
室
蘭
開
発
建
設
部
は
、
現
在
の
計
画

ル
ー
ト
の
見
直
し
を
含
め
、
災
害
に
強
く
安

心
・
安
全
な
道
路
整
備
の
検
討
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
と
判
断
し
、
大
学
の
教
授
や
新
ひ

だ
か
、
新
冠
両
町
の
副
町
長
、
産
業
団
体
、

観
光
協
会
な
ど
の
代
表
者
14
名
で
構
成
す

る
「
厚
賀
静
内
道
路
（
新
冠
静
内
間
）
Ｐ
Ｉ

委
員
会
」
を
設
置
し
、
去
る
７
月
１
日
に
初

会
合
を
開
催
し
ま
し
た
。

６　

岩
清
水
新
冠
ダ
ム
線
法
面
の
崩
壊

　

７
月
８
日
、
岩
清
水
新
冠
ダ
ム
線
入
口
管

理
ゲ
ー
ト
か
ら
新
冠
ダ
ム
ま
で
の
町
道
管

理
区
間
で
、
終
点
か
ら
３
０
０
ｍ
起
点
寄
り

の
地
点
で
、
高
さ
20
ｍ
程
度
の
箇
所
か
ら
、

50
㎥
ほ
ど
の
土
砂
が
崩
落
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
当
該
現
場
の
対
応
に
つ
き
ま
し
て

は
、
点
在
し
て
い
る
30
㎥
ほ
ど
の
浮
石
な
ど

を
除
去
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
工
事

状
況
を
確
認
後
、
一
般
車
両
の
通
行
止
め
の

解
除
日
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

７　

国
保
診
療
所
・
所
長
の
退
任

　

現
在
、
国
保
診
療
所
の
診
療
体
制
は
、
内

科
・
小
児
科
・
整
形
外
科
・
外
科
の
４
科
を

３
名
の
常
勤
医
師
で
対
応
し
て
お
り
ま
す

が
、
こ
の
度
、
梅
津
知
文
所
長
が
、
一
身
上

の
都
合
に
よ
り
本
年
12
月
末
を
も
っ
て
退

任
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
一
方
で
は
、
患
者
数
の
減
少
に
よ
り

町
財
政
へ
の
影
響
が
少
な
か
ら
ず
出
て
き

て
い
る
こ
と
に
加
え
、
施
設
の
老
朽
化
に
よ

る
新
た
な
施
設
整
備
や
適
正
規
模
に
つ
い

て
も
検
討
の
必
要
が
あ
る
た
め
、
役
場
内
に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
織
し
検
討
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
今
後
の
国
保
診
療
所
に
つ
い

て
は
、
入
院
病
床
を
持
た
な
い
無
床
診
療

所
と
し
、
外
来
診
療
を
中
心
と
し
な
が
ら
、

保
健
・
福
祉
・
介
護
な
ど
の
分
野
と
の
連

携
を
強
化
し
た
地
域
医
療
に
重
点
を
お
い

た
診
療
所
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
の

答
申
が
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
を
受
け
、
平
成
28
年
４
月
か
ら
の

無
床
化
を
目
指
し
、
新
ひ
だ
か
町
と
の
医

療
連
携
に
よ
る
入
院
患
者
受
入
れ
に
つ
い

て
協
議
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
が
、
所
長

の
退
任
に
よ
り
入
院
病
床
の
維
持
が
困
難

と
な
り
、
本
年
12
月
末
を
も
っ
て
入
院
病

床
を
廃
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
現
在
、
入
院
さ
れ
て
い
る
患

者
さ
ん
は
も
と
よ
り
、
今
後
、
入
院
が
必

要
と
な
る
患
者
さ
ん
に
つ
き
ま
し
て
も
、

新
ひ
だ
か
町
立
病
院
と
の
医
療
連
携
に
よ

り
、
入
院
環
境
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
協
議
を
継
続
し
て
参
り
ま
す
。

８　

ピ
ー
マ
ン
選
果
施
設
整
備
事
業
の
進

　
　

捗
状
況

　

当
事
業
は
、
事
業
主
体
と
な
る
新
冠
町

農
協
に
お
い
て
入
札
工
事
に
関
す
る
事
務

を
進
め
、
７
月
22
日
に
建
物
の
建
築
主
体

工
事
と
選
果
設
備
に
係
る
製
造
請
負
工
事

の
一
般
競
争
入
札
が
執
行
さ
れ
、
そ
の
後
、

落
札
さ
れ
た
企
業
と
の
工
事
契
約
を
結
び
、

来
年
度
か
ら
の
施
設
稼
働
に
向
け
て
、
工

事
を
着
工
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
８
月
18
日
に
は
ピ
ー
マ
ン
生
産

農
家
を
は
じ
め
、
新
冠
町
農
協
役
職
員
、

農
業
関
係
機
関
や
団
体
、
工
事
関
係
者
ら

の
出
席
の
も
と
地
鎮
祭
が
挙
行
さ
れ
て
い

ま
す
。

９　

農
作
物
の
生
育
状
況
と
販
売
状
況

　

町
の
基
幹
作
物
の
水
稲
は
、
北
海
道
農

政
事
務
所
に
よ
る
８
月
15
日
現
在
の
道
内

の
作
柄
状
況
は
平
年
並
み
と
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

ピ
ー
マ
ン
に
つ
い
て
は
、
春
先
か
ら
生

育
は
概
ね
順
調
に
進
み
、
昨
年
か
ら
推
進

し
て
い
る
自
動
換
気
装
置
の
設
置
に
よ
る

適
温
管
理
の
効
果
も
あ
り
、
尻
ぐ
さ
れ
は

例
年
よ
り
少
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
は
豊
作
年
と
な
り
ま
し
た
が
、
本

年
の
作
柄
は
平
年
並
み
で
推
移
し
て
お
り
、

収
量
的
に
は
昨
年
度
を
下
回
る
状
況
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

牧
草
は
、
平
年
に
比
べ
て
草
丈
が
順
調

に
伸
び
、
出
穂
期
も
平
年
を
上
回
る
生
育

で
あ
り
ま
し
た
が
、
１
番
草
の
収
量
は
平

年
並
み
と
な
り
ま
し
た
。
１
番
草
収
穫
後

は
少
雨
傾
向
で
あ
っ
た
た
め
、
２
番
草
の

生
育
は
遅
れ
気
味
と
な
り
、
作
柄
は
平
年

よ
り
も
少
な
く
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

飼
料
用
と
う
も
ろ
こ
し
は
、
春
先
の
好

天
に
よ
り
耕
起
・
は
種
作
業
と
も
平
年
よ

り
も
早
ま
り
、
６
月
中
旬
ま
で
は
平
年
を

上
回
る
生
育
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後

は
低
温
が
続
き
生
育
は
平
年
並
み
と
な
り
、

収
量
的
に
も
平
年
並
み
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

８
月
末
現
在
に
お
け
る
新
冠
町
農
協
取

り
扱
い
の
農
作
物
の
販
売
状
況
に
つ
い
て

は
、
９
月
以
降
の
収
穫
と
な
る
水
稲
と
12
月

末
に
販
売
額
が
確
定
す
る
秋
ま
き
小
麦
を

除
く
総
販
売
額
は
、
４
億
３
千
６
百
万
円

で
、
前
年
よ
り
も
19
・
８
％
、
７
千
２
百
万

円
上
回
る
状
況
で
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

議　会
-第３回定例会 -

　９月15日に招集された第３回定例町議会は、

17日、全日程を終えて閉会しました。

　今定例会では、町長、教育長の行政報告のほか、

補正予算などが審議されました。町長と教育長

の行政報告(抜粋）についてお知らせします。

第３回定例会

「えましあ」の食堂コーナー

町
長
行
政
報
告

教
育
長
行
政
報
告
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